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Developmental Trial in Drawing Instruction at Art/Design Universities

デザイン基礎教育にとって、デッサン力習得がなによりも重要であることは言うまでもない事実である。
しかし、デザインを専門課程とする高等教育に至るまでの間に、デッサン練習に関する系統立てた指導法が、
これまでとても少なかった現実がある。義務教育期間の美術授業や高等学校美術では、受験指導体勢のカリ
キュラム等の都合で美術が軽視されがちになり、それぞれの現場の判断で、短時間の指導をされた程度であ
ることが実情である。本論は、1970年代に10年近くに渡り、同じような問題を感じて問題提起をされた、
カリフォルニア大学のベティー　エドワード教授の理論を実践し、それに対して新たな提案を加えて、学生
達と共に進めているデッサン指導に関する研究経過報告である。

It goes without saying that acquiring drawing skill is the most important factor in basic design education.
However, the reality is that the use of systematic instruction methods for drawing training has been very

limited until students embark on specialized higher education in design studies.
The situation is that, because of our current education curriculum, etc., that is based upon entrance exam

guidance, there is a tendency for art classes in our elementary, junior high and high schools to be treated
lightly and, depending on the various judgments of schools, for only short-term instruction to be provided.

Out of a similar sense about the issue, Professor Betty Edwards of the California State University developed
a theory on drawing instruction during a period of close to ten years in the 1970s. This essay reports on the
research which we conducted with our students - and which incorporated our own propositions - into the
practical application of Professor Edwards’ theory.

＊まえがき＊

ものを描き意思を表現するという行為は、
人間が生まれてからさまざまな経験を積んで
成長していく中で、言葉の発達と同様に欠か
すことのできない重要なものである。しかし
ながら現在の教育環境、幼年期の親子間から
学校教育の中では、言葉の発達とともに、言
語的な読解力や分析力、数理性、定理に基づ
く論理性などが重要視されて、それについて
特に問題意識を感じずに過ごしてきているた
め、特にものを描き意思を表現するというよ
うな作業は、常に軽んじられてきた傾向にあ
る。またそうしたある種の偏りの上での教育
が当然のことであり、成長と発達であるかの
ように思われ続けてきた経緯があるのだ。言
語的な読解力や分析力および数理性などとは
役目の違う、同等に大切なはずの直感力や総
合力、感性、そしてそれらを引き出す非時間
性（ゆっくりが良いこと）などの優位性が、絵
を描くことによって見い出されるという可能
性を見過ごしてきたのである。直感力や総合
力、感性を引き出すための人の意識が、もの
を描くという動作の意識中に大きく存在する
ことが、神経生物学分野の研究でも解明され
てきている。ここではその専門領域であるデ
ザイン造形教育での、ものを描くことに対す
る教育の具体的な改良対策、デッサンやク
ロッキー等の作品評価を実験結果とともにい
くつか発表した。また、描写の結果そのもの
の評価だけでなく、絵を描くという作業に

よって、個人の創造性や独創性の活性化にも
多大に貢献できることを示唆する。筆者の本
研究における実験は California State Uni-
versity の Betty Edwards 教授執筆によ
る DRAWING ON THE RIGHT SIDE OF
THE BRAINを 参考に、筆者自らの経験によ
るニュアンスを加えて実践している。

●ゆっくりものを見ることの重要性

筆者はこれまで幼年期成長過程の児童教室
でのお絵かき指導、や義務教育過程の美術の
授業、そしてデザイン等を専門課程とする造
形教育に対し、観察描写の実験経験を持つ。児
童教室での酒井式描画指導法の試行や、美術・
芸術系大学向け観察描写の習得過程での描画
中のモチーフと画面との視線の時間比較、モ
チーフの逆さま描き等がそれである。これま
でのこうした試行錯誤は、物事をゆっくり見
つめ画面に良い表現をすることが、早さ競争
の教育では理解できないすばらしさや感動を
同時に得られる事実を、噛砕いてやさしく伝
えようとした経過であることを理解していた
だきたい。
　主題の研究例の前に、まず解り易い実験を
一つ紹介する。「ゆっくり見ることが良いこ
と」の第一の例としての「描画中のモチーフ
と画面との視線の時間比較と計測」をあげる。
これは筆者が実際に十数年程前に大手の美術
系予備校において、デッサン指導中に学生を
見ていた際に、描画動作に対して感覚的な時

佐藤　聖徳
デザイン学部技術造形学科
Kiyonori SATO
Faculty of Design
Department of Art and
Science
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間の差を感じたことがきっかけで思いついた
発案である。この計測実験はまず始めに仮説
を立て、その検証として行ったものである。仮
説とは、より、ゆっくりとモチーフを見る事
が作品に優秀な結果をもたらすのではない
か？というものである。解りやすく説明する
と、学生を初心者と上級者に分けて、紙の上
に鉛筆で描いている時間とモチーフ側を見て
いる時間を比較した場合、初心学生の方が紙
の上を見て鉛筆で描いている時間が長く、反
対に上級者の方が初心者のそれよりもモチー
フ側を見ている時間の方が長くて、それが作
品に良い結果をもたらしているのではない
か？と言うものであった。ここでの初心者と
は、デッサン経験が明らかに少ない学生で、少
なくというのは、デッサンの修得を目標に描
き始めてから数枚程度の経験と言うところと
している。では実験内容を説明する。まず学
生にデッサンの準備をしてもらう。準備は一
般的なもので良く、いつも通りモチーフと
イーゼルには B2 サイズのイラストボードを
置き描写をする。「始め」の合図で描き始めて
もらうが、そこで計測者は、手に経過秒数を
順次加算できる計測時計を持って、学生の
デッサン作業を観測する。計測は、デッサン
をこれから制作する学生が、モチーフを見て
いる時間か、または画面を見て制作作業をし
ている時間のどちらか一方を決めて首を動か
す度に、スタート、ストップと言う具合にカ
ウント加算していく。これを 6 時間の観察描
写のうち、始めの15分間、中間の15分間、
そして最後の15分間を計測者は根気良く加
算していく。それぞれの計測が終わったら、計
測した全作業時間から計測時間を引けば、画
面を見ている時間、モチーフを見ている時間
のそれぞれおおよその配分がわかる。制作者
に意識させない配慮として、離れた位置で計
測する。そして計測結果は予想を上回る明確
なものであった。上級者は全体のデッサン時
間のうち、平均時間55％～70％ほどモチー
フを凝視し、初心者は30％～40％の時間モ
チーフを見ていた。初心者は 6 割から 7 割
もの時間を画面だけに費やしていたのだ。そ
のなかには、20％、つまり15分間のデッサ
ン計測中に、3 分しかモチーフを見ていない
ことになる初心者もいた。まったくこれでは

デッサンとはいえず、一瞬、目にしたものを
言語で認識して、過去に見た記憶によって物
体と言語を一致させ、何とか描き出そうとし
ている混沌とした状態であって、客観描写と
してきちんと観察し、正確性を伴って描くこ
とにはならないのである。初心者は目の前の
モチーフを見ていないのであって、この事実
に初心者自らもなかなか気付かないことがま
た問題である。おそらく、これは十分に考え
られることであるが、上手に描こうとするあ
まり、モチーフを見ていないのであり、「絵の
画面は、手で器用に上手く描く」ことが「上
手な絵」を描けるのだと、その結果、手先が
良い絵を描くのだとひたすら信じて画面ばか
りを見ている可能性がある。
　この計測の結果解ったことは、デッサンを
習い始めて当初はモチーフを見ているつもり
になっているだけで、実際には目前のモチー
フを見ていないから、自分が思った通りに正
確に描けないということ。そして、上達する
にしたがって、徐々にモチーフを長く見てい
くようになるということであった。ゆっくり
とじっくりと「時間をかけて見る」という行
為を受け入れることが重要なのであることを
確証できた実験である。描いては作品を自分
で確認すると言う作業をたくさん重ねること
で、少しずつ気が付いてくるのである。しか
し、そこには一つ一つ習得して徐々に難易度
が上がっていくような学問的な学習方法では
なく、基本的な作業を際限なくくり返し行う
という、単調ではあるが、いつの間にか高次
元のレベルに達していけるという、全く異な
る学習方法が存在する。

●「見る」という誤解

　目前の状況をゆっくり見て描くという作業
をする場合、大脳を中心にした、見て、感じ
て、そして手を動かすという総合的な過程が
発生しているはずである。一般的に「描写」と
いう作業を言葉で説明すると、手で何らかの
筆記具を使って、見えるものを紙等に線や影
で描いていくことと思われている。これは確
かに言葉だけの範囲のこととしては正しい。
現にデザインや造形等の場でもこうした言葉
を口にすることがある。しかし、これでは描
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くことはできない。「見える」という言葉の意
味の中には絵を描くための感覚的状態はない
と言えるのである。大切なのは「ながめる」の
ではなく、かなり強い意思を持って集中し、一
心不乱に「見る」ことなのである。また、
Frederick Franck が著書の『The zen  of
seeing』［見ることの禅］の中で「描くと言
うことは、常により深く見ることであり、十
分に知り、鋭敏になることである。常に世界
を再発見することである」と言っている。観
察描写が普通に「見る」のではなく「凝視す
る」もしくは「注視」することにほかならな
いということである。このような集中力は
ゆっくりと時間をかけてはじめて没入できる
ものである。描写とは、相当なエネルギーを
使って集中して見ることである。

●デッサンとはあらゆる創造のための、
脳のリセット作業である

では、それだけの強い集中力で物を見続け
ると脳の中ではどんなことが起こってるのだ
ろうか。描画作業に関わる脳の役割は、本論
の指導法研究の中心として深く関っているの
で触れておく。脳に関する関連科学が極めて
急速に進歩し、大脳の役割が明らかになって
いる。まず、脳には右半球と左半球があり、そ
れぞれの役目を持って働いていることは良く
知られていることである。脳は左半球が言葉
を持ち、右半球がほぼ非言語であることも知
られている。1861年に Paul  Broca  が脳
の左半球優位性の発見をし、発語障害の臨床
病理研究の中で左右大脳半球のはたらきを証
明するいくつかの症例を発表している。発語
の障害の患者は皆、常に脳内の病変が左側に
存在すると言うのが一つである。また近年で
は、脳の成長は左半球が右半球よりも少し発
生が早いことが分かっていて、そこで左半球
支配の右利きが発達し、結果として言語優先
的な人間特有の生活が実現しているという認
識に及んでいるのである。こういった研究結
果は、大脳左半球優位性というかたちで専門
分野で周知されている。また、こうした左脳
と右脳との役割をよく証明した例として、重
症のてんかん治療法の一つである脳手術を施
した、分割脳患者がある。これは1974年に

R.W.Sperry によって明らかにされた内容で
ある。分割脳とは左右の大脳半球をつないで
連絡している中心部の脳梁、同じく中心部手
前にある細い前交連などを、症状の拡散を防
ぐ治療目的で切断した患者の脳のことである。
この患者に左右半球に別々の視覚情報を入れ
る実験を行うと、情報の処理の行方を別々に
判断できるため、みごとに左右半球のはたら
きが明らかにできる。実験はこうである。人
の大脳は、左右眼球の視覚情報を伝える視神
経が視交叉、視索を経て左右逆の大脳半球に
繋がっている。両目で正面中心を凝視し、目
線を固定したまま、どちらかに寄った物が視
野に入るとする。その寄った側、例えば左に
見えた物体情報は右半球に伝達して、直後に
（ほとんど同時だが順序として）脳梁を経て左
半球にも同じ情報が送られている。逆も同じ
く正反対の交叉である。健常脳はこうして両
半球で視覚情報を処理している。これを分割
脳患者にあてはめて実験する。被験者正面に
特別な画面を置き、右に「スプーン」、左に
「フォーク」の文字を一瞬表示して見せる。被
験者は右目、すなわち左半球に情報の送られ
た「スプーン」を音読できるが「フォーク」は
言葉が出ない。左半球に言語中枢があるから
「スプーン」の方は読めるが「フォーク」はわ
からない。しかしそのあと、今度は右半球支
配の左手を使い、手探りによってであると、複
数の物の中から文字によって示しても言葉が
出なかったものを掴むことができる。健常な
脳はこうした左右半球の情報を脳梁、前交連
を経て連絡しあっているので不具合はないの
である。以後、R.W.Sperry は左右両半球に
関わるさまざまな実験を重ねたのち、それぞ
れの大脳半球の適性の違いを明らかにした。

（表1）

左大脳半球（優位半球）右大脳半球（劣位半球）
言語的 ほぼ非言語的
言語的記述 音楽的
観念構成的 絵画的、図形的感覚、色彩
概念類似性 視覚類似性
経時間的分析 経時間的統合
細分的 全体論的
算術的・コンピューター的 幾何学的・空間把握
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これら専門領域の研究によって大脳両半球
のはたらきの特性がかなり理解できる。我々
は、日常の生活で大幅な割り合いで常に左脳
を使っている。しかし、音楽を聴きくときや、
図形感覚や数値表示のない大きさを比較し色
彩を見極めたり、たくさんの人の中から顔を
見つけることも右半球である。また自分の住
む町の景色を思い出したり、時間を気にせず
ゆっくりしたり、そして、なにより物体を見
てデッサンをするのも大脳右半球（劣位半
球）、いわゆる「右脳」なのである。左右半球
の情報は脳梁、前交連が絶妙に制御している
ために、絵画的、図形感覚に必要な劣位半球
「右脳」を自在に操作することは難しい。

●純粋輪郭画法の実施のまえに

人は一般的に、言語を習得する 3 歳位まで
に、物の形と固有名詞を一致させて記憶して
いくと言われている。しかし一度、物を言葉
と一致させてしまうと、そのあとは物の形を
シンボル化して記憶しまうのである。例えば
自動車なら側面から見ただけの車輪が 2 個あ
る平面的な図であり、手ならば常にどこかに
5 本の指を確認できる、手のひらを広げたよ
うな図のようにである。真正面から見た図形
を記憶して、多角的に見た図形を受け入れる
ことができないまま大人になってしまう。こ
のシンボル化は、固有名詞と言葉でコミュニ
ケーションをとるために、会話の中での、早
さや正確性が要求されるからと考えられてい
る。会話の度に、眺める角度の違うものの形
を、いちいち想像していたのでは会話が成り
立たないことになるからだ。おそらく大人に
なって、優位半球の左脳側が劣位半球である
右脳側に許可をしないであろう。また、周り
の親や大人たちが、言葉を中心にコミュニ
ケーションを要求してくることも要因と思わ
れる。もちろん左半球優位性のすばらしい証
明ともいえる。そしてこの頃作り上げた、曖
昧な象徴的図形をずっと引きずっていくこと
になるのである。成長が進み、11歳前後にな
る頃には、大脳の視覚の客観性が完成するが、
それは眼に映る、全ての風景の正確さを感じ
取る感性が備わる年令ということも言える。
ゆえに絵を描くのをやめてしまった思い出が、

このころから増え始め、こうした話を多く耳
にするのである。なぜならば自分の描く絵を、
画家の正確に描いた絵画や、写真と比較して
落胆し、こんなはずではないと思いながら描
く絵など、やめてしまおうという筋書きであ
る。これは当然の結果である。それまでと、そ
れ以降の学校教育等が、積極的に右半球を
使った教育をあまり行っておらず、言語的な
読解力や分析力、数理性、定理に基づく論理
性に代表されるような、優位半球左脳を中心
にした教育を率先して行ってきたのであるか
らしかたがない。実は、大人になってからの
描画初心者の描いたデッサンは、目の前の物
を見たのではなく、はるかな過去にシンボラ
イズされた、象徴的図形と現在との混在風景
を描いているのである。前項にもあるが、画
面上で気に入らない線を、モチーフから全く
眼を離して、画面上だけで必死に修正を加え
ているのである。「こんなはずではない」と思
いながらである。それこそ象徴的図形と戦っ
ているようなものだ。そして、このシンボル
を壊すことのできる方法が純粋輪郭画法であ
ると考える。

●純粋輪郭画法による実験経過報告

静岡文化芸術大学デザイン学部の 4 年生 6
人にこの純粋輪郭画法によるデッサンをお願
いした。今回は、これと同時に左手による触
覚デッサンも実施した。これは筆者自らのア
イデアで若干の修正を施し、新たに実施タイ
ミングをはかって行ったものである。それで
はまず純粋輪郭画法によるデッサンの方法で
ある。それは、非常に簡単なものである。準
備は椅子と机、キッチンテーブルと椅子でも
良い。それと鉛筆、そしてスケッチブックだ
けである。モチーフはテーブルの上に差し出
した利き手と反対の「手」である。手のポー
ズは何でも良い。デッサンをすこしでも描い
たことのある人だと、難しそうなポーズであ
るとか、そうでないと考えるかもしれないが、
この方法はそんな心配は一切いらない。そし
てスケッチブックを開いて、そのままテーブ
ルの下の膝の上に置く。画面を見ないで鉛筆
で、デッサンを始める。描画中に画面はいっ
さい見ない。何度も何度も見たくなるが絶対
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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美術・デザイン系大学におけるデッサン指導の発展的試み

（写真 2 ）ある程度、描写経験がある者だが後半でクロッキーデッサンに目覚ましく上達する。（ 3 作品
同一者）

（写真 1 ）全く画面を見ていないので、出来上がりは作者本人にとっても、ある種の衝撃をともなう。しか
し、正解である。この制作者は結果として、劇的な成果を上げる。（ 2 作品同一者）
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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Developmental Trial in Drawing Instruction at Art/Design Universities

（写真 3 ）純粋輪郭画法をかなり進めた頃の描画。かなり鉛筆の運びに柔らかさが加わる。（写真左のみ、写
真 2 と同一者）

見ない。見てしまったら、そこで実験失敗で
ある。モチーフの手を見る早さは、輪郭線に
沿って根気良く目線を追いながら毎秒 3 ミリ
メートル程度である。ゆっくりと、ゆっくり
と描いていく。画面上では手の形の絵として
のつじつまが合わなくとも、全くお構い無し
で続けることである。もう一点の注意は、「今、
手を描いている」などと、言葉を頭に極力う
かべないことである。得体の知れない突起物
を描いているとでも思えばいいのだが、こう
いう言葉もうかべてはならない。こうするこ
とによって、左脳を無視することが重要なの
である。描き出し当初、「見たい」と強く思わ
せているのは左脳である。前項で述べた「シ
ンボル」を探し出し、「こんな描き方では理解
できる図形にならない」と、左脳が必死に訴
えているのである。これで良いのである。こ
の方法が他のさまざまな方法の中で、一番右
脳を呼び覚ます為に有効であると、Betty
Edwards 教授も書いている。この方法の作
業を 3 人の学生達に 3 週間ほど行ってもらっ
た。評判と実感はすこぶる良く、最終的な結
果も予想をはるかに上回るすばらしい結果に
至った。（写真 1、2、3）

●修正輪郭画法の実施

同じメンバーで修正輪郭画法によるデッサ
ンを行った。修正輪郭画法とは、モチーフの
見方は同じであるが、画面を横目で見て視野
に入れながら、辻褄をあわせる修正をしてい
くという、言ってみれば第 2 段階である。い
よいよ正確な描写に繋がっていく段階である。
結果は、実施人数が少なかったが、短時間で
驚くべき進歩を遂げた。筆者も目の当たりに
し、驚嘆する。（図参照）この方法は、必ず純
粋輪郭画法のあとに行うことが必須である。
ただし描写を習得するにあたっての、あくま
で初心者の段階に必要な順序なのである。本
来、ここまでの報告の主題である右脳への切
り替えは、画家や、たくさんの手描き絵を表
現手段としているデザイナーにとって、両半
球の属性のコントロールを日常行っている訳
であって、毎回こうした行為をしているわけ
ではない。おそらく無意識で、この二つの実
験のような感覚動作をしているのである。専
門領域者の客観描写とは遠近法の概念や、修
正輪郭法の論理を上手に融合して複合的な統
合作業をしているものと思われる。初心者の
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場合、こうした意識の属性の切り替え作業を
何回かくり返すうちに、ただやみくもにデッ

サンをくり返すよりも、より的確に物の見方
を習得できると思われる。

（写真 5 ）これは前記写真 1 の作者。修正輪郭画法でつじつまを合わせて、急激に上達する。ここでは筆
者も驚嘆した。

（写真 4 ）これは写真 2 の作者である。右側写真は純粋輪郭画法を 3 週間程続け、修正輪郭画法に移った
直後のもの。左は純粋輪郭画法を行う以前のもの。左は明らかにシンボル的な描写を示している。
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Developmental Trial in Drawing Instruction at Art/Design Universities

●触覚デッサンの実施

これと同時に、筆者は触覚デッサンも行っ
た。純粋輪郭画法や修正輪郭画法と同時に組
み合わせることに関しては、筆者の今回のア
イデアである。触覚デッサンの方法は、以下
である。学生にペアを組んでもらい、毎回講
評の際に紙袋を渡し、お互いに見えないよう
好きに選んでもらった物を入れて渡す。何が

入れられているか解らない状態である。そし
てそのあと袋の中に左手を入れ、手探りだけ
で描くというものである。左手というところ
がミソである。（図参照）学生達と、純粋輪郭
画法、修正輪郭画法、そして触覚画法の 3 種
を同時に行ってきた。これら、いずれも優位
半球の左脳を眠らせ、劣位半球である右脳を
目覚めさせる為の引き金であると考える。

（写真 6 ）触覚によるデッサン。純粋輪郭画法を続け、同時に左手触覚によるデッサンを行った。ボリュー
ム感、影等は作者の想定である。

（写真 7 ）左の湯飲みのデッサンは、（写真 1、5、6 左）の作者である。この湯飲みは全くこうしたデッ
サンの訓練を受ける以前の物である。かなり形の正確性に問題があり、象徴的図形を感ぜざるを
得ない。右は同作者の触覚デッサンである。触っているだけだが、かなり客観的リアリティーを
増してきている。
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美術・デザイン系大学におけるデッサン指導の発展的試み

（写真 9 ）この作者は（写真 1、5、6 左、7 湯のみ）の作者である。純粋輪郭画法、修正輪郭画法、そ
して触覚画法の 3 種を同時に行ってきた効果が絶大に感じられる。始めてからここまでの期間
は 2 ヶ月に満たない。6 週程度である。もちろん全ての学生にわたって効果が100%とはい
えないと考える。描くことが好きでなければ、上達はないであろう。そうした好奇心や感性は当
然必要であると思われる。

（写真 8 ）
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●おわりに

言わば「描写と脳とそれに関わる可能性」と
いうべき取り留めのない研究であるが、ひら
めき脳である右脳を、揺さぶり起こすための
引き金がデッサンであるのは間違いないとい
える。上手く描き見せることだけが、デッサ
ンの本分ではない。結果としてすばらしい作
品に仕上がるのであって、目的ではないこと
が実験の経過によって良く理解できる。デッ
サンは想像したものを的確に画面に現したり、
また新しいアイデアを無限に生み出すための
切り替えスイッチに該当する。あらゆるひら
めきをコントロールする為の所行である。左
脳が造り出したシンボルは、斬新な創造には
必要無いようである。参加した学生達はその
後、とても楽しんでデッサンやスケッチをす
るようになり、アイデアを考えることに今ま
でよりも抵抗感が無くなったと発言している。
絵が描けるようになること、もしそれだけが
目的でないとすれば、幅広い可能性を照らし
合わせたときに、義務教育での実施や、高等
学校での実施及び大学教育での応用も視野に
入れた、ゆるやかな時間の供与の実現なども
ありえるとおもわれる。単純に時間だけを緩
めカリキュラム量を減らせば良いというよう
な対策は、甚大な誤解であると考える。手段
と目的がいつの間にか入れ代わってしまうの
も、優位半球のシンボルなのだろうか。
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